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学術研修委員会では、平成１６年１１月７日（日）徳島県看護会館において、講師

に高知女子大学看護学部森下安子先生をお招きし、第１１回学術研修セミナー「ICF

に沿ったケアプランの立て方」を開催し、８８名の方にご参加いただきました。

本年度の介護支援専門員初任者研修では、ケアプランの立案に際して ICF

（International Classification of Functioning，Disability and Health：国際生活機

能分類）の考えを取り入れたプランニングが勧められています。そこで、今回の

セミナーでは、ICFとはいかなるものであるか、またその考えを取り入れること

によって今までのケアプランと比べてどのような改善が図られるのか、講義と事

例演習を通して体得していただくことにしました。森下先生の講演はスライドを

多用して初心者にも分かりやすく配慮した内容で、事例演習では書き方のご指導

までしていただきました。セミナー終了後のアンケートでは ICFの概要が良く理解できたとの声を多くの参加者から聞く

ことができました。

従来の課題解決型ケアプランが、とかく利用者の出来ないことをサービスに結びつけることで完結する、つまりサービス

で代替することが目標になってしまい、介護サービスを利用するほど介護度が重症化してしまい自立支援になっていないこ

とが多いのに対して、ICFに沿った目標指向型アプローチによるポジティブ・ケアプランでは、サービスを結びつけること

で利用者に残された可能性を引き出すことができ、生活の中で新しくこういうことができるようになる（ポジティブ）とい

う視点からケアプランを立てることになり、真の意味

での自立支援につながるといわれています。

しかし、従来の方法に慣れた我々にとっては発想の

転換が難しかったり、利用者の意思表明が困難な場合

にどうするのかなど問題点もあるので、当委員会では

今後とも皆さんと一緒に勉強できる機会を提供してい

きたいと考えています。
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